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司
法
試
験
受
験
回
数
制
限
の
緩
和
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

司
法
試
験
法
第
�
条
に
よ
る
と
、
法
科
大
学
院
課
程
の
修
了
者
は
、
同
課
程
修
了
の
日
後
の
最
初
の
�
月
�
日
か
ら
�
年
間

の
期
間
（
受
験
期
間
）
に
お
い
て
�
回
の
範
囲
内
で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
司
法
試
験
予
備
試
験
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、

同
試
験
合
格
発
表
の
日
後
の
最
初
の
�
月
�
日
か
ら
�
年
間
の
期
間
（
受
験
期
間
）
に
お
い
て
�
回
の
範
囲
内
で
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

か
か
る
回
数
規
制
に
つ
い
て
、
平
成
�
�
年
�
月
の
法
曹
養
成
制
度
検
討
会
議
取
り
ま
と
め
（
案
）
に
よ
る
と
、
「
受
験
回

数
制
限
制
度
は
維
持
し
た
上
で
、
法
科
大
学
院
修
了
又
は
予
備
試
験
合
格
後
�
年
以
内
に
�
回
ま
で
受
験
で
き
る
よ
う
、
そ
の

制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
」
「
な
お
、
こ
の
場
合
、
既
に
�
回
受
験
し
て
資
格
を
失
っ
た
者
で
あ
っ
て

も
、
法
科
大
学
院
修
了
又
は
予
備
試
験
合
格
後
�
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
受
験
資
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
既
に
�
年
を
経
過
し
た
者
に
つ
い
て
」
は
、
「
新
制
度
開
始
後
に
受
験
資
格
を
認
め
る
経
過
措
置
は
と
ら
な

い
」
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

一



一

法
曹
養
成
制
度
検
討
会
議
取
り
ま
と
め
（
案
）
に
従
っ
た
新
制
度
が
制
定
さ
れ
、
新
制
度
が
運
用
さ
れ
た
場
合
、
新
制
度

下
の
受
験
生
は
、
�
回
司
法
試
験
を
受
験
で
き
る
一
方
、
「
既
に
�
年
を
経
過
し
た
者
」
は
�
回
の
受
験
機
会
し
か
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
運
用
は
、
新
制
度
下
の
受
験
生
と
同
等
の
費
用
と
年
月
を
法
科
大
学
院
の
卒
業
の
た
め

に
費
や
し
た
「
既
に
�
年
を
経
過
し
た
者
」
に
対
す
る
、
不
当
な
差
別
と
な
ら
な
い
か
。

二

法
曹
養
成
制
度
検
討
会
議
取
り
ま
と
め
（
案
）
に
よ
る
と
、
「
既
に
�
年
を
経
過
し
た
者
」
に
経
過
措
置
を
と
ら
な
い
理

由
は
、
「
法
科
大
学
院
教
育
の
成
果
が
維
持
さ
れ
る
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
」
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
成
果
の
維
持
の
期
間
は
個
人
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
司
法
試
験
を
受
験
さ
せ
な
い
と
、
成
果
維
持
の
期

間
に
つ
い
て
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

三

「
既
に
�
年
を
経
過
し
た
者
」
の
う
ち
の
多
く
の
者
は
、
平
成
�
�
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
司
法
試
験
合
格
者
を
年
間

�
千
人
と
す
る
計
画
を
前
提
に
、
一
定
の
合
格
率
を
期
待
し
て
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
者
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、

合
格
者
数
は
�
千
人
に
は
遠
く
及
ば
ず
、
合
格
率
も
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
下
回
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
既
に
�
年

を
経
過
し
た
者
」
に
経
過
措
置
を
と
ら
な
い
、
と
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
あ
ま
り
に
酷
で
は
な
い
か
。
「
既

に
�
年
を
経
過
し
た
者
」
に
つ
い
て
、
新
制
度
開
始
後
に
受
験
資
格
を
認
め
る
経
過
措
置
を
認
め
た
場
合
、
制
度
上
、
何
ら

二



か
の
支
障
が
生
じ
る
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


